
光の三原色ＲＧＢのヒミツをさぐれ！

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

赤（Ｒ）緑（Ｇ）青（Ｂ）の光の

くみあわせを「光の三原色」と

いいます。このたった３つの光

をまぜるだけで、なんとどんな

色でもつくることができます。

そのヒミツは、じつはわたした

ち人間の目がものを見るしく

みにあります。

みなさんの目をつかって実

験しましょう！

上羽 貴大（科学館学芸員）

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）用です。
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■３月のクラブ■

３月１７日（日） ９：４５ ～ １１：３０

◆集 合：プラネタリウムホール（地下一階）
９：３０～９：４５の間に来てください

入口で会員手帳を見せてください

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ

◆内 容： ９：４５～１０：３０ サイエンスショー見学
１０：３０～１１：３０ プラネタリウム見学

・とちゅうからは、入れません。ちこくしないように来てください。

・プラネタリウムに入れる保護者の方は１名までです。

※最新の情報は、科学館公式ホームページ（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／）をご覧ください。

前半のプログラム
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江戸時代の星座図の
オリオン座付近。
江戸時代の星座図の
オリオン座付近。

星座のあれこれ

３月のプラネタリウム

星と星をつないで作る星座

星と星をつないで形を作る星座は、今から

５,０００年前、メソポタミアで原形がつくられたと

いわれます。その後、長い年月をかけて形作ら

れ、最終的に１９２２年に国際天文学連合という

天文学者たちの会議で８８の星座が決められ、

いま世界中で使われています。

それ以前は、国によっては独自の星座を使っ

ている場合もありました。実は日本も、江戸時代

の終わりまでは、今とはまったく別の星座を使っ

ていました。

星座は永遠のもの？

何千年も前に作られた星座が今でも使われているので、その形はず

っと同じで変わらないのだろうと思ってしまいます。しかし、何万年という

長い時間スケールで見てみると、星座の形は少しずつ変わっていくこと

が知られています。

今回のプラネタリウムでは、星座の歴史や、昔日本で使っていた星

座についてお話しするとともに、プラネタリウム番組「見上げよう！未来

の星空」を見て、星座の形が変わる理由を考えます。

かず つぐと（科学館学芸員）

後半のプログラム
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